
R7 魚津市のコミュニティ・スクール①

協議では、校長の細野委員よりグラン
ドデザインを基に、育てたい子供像や本
年度の重点についての説明と、学校の
現状と課題について詳細な報告があり
ました。

育てたい「子供像」だけでなく、

〇一人一人を大切にする教師
〇笑顔で子供と接し、子供の成長に喜　

びを見いだせる教師
〇地域・保護者から信頼される教師

など、学校が目指す「教師像」について
も説明がありました。

4/18(金)に星の杜小学校の第１回学校運営協議会が開催されました。
令和６年度の木下会長が、コミュニティ・スクールの今後に期待する旨を
開会の挨拶で述べ、令和７年度の会長として高島委員(下中島地域振興
会長)、副会長には二川委員(上中島地域振興会長)が選出されました。

協議会での主な意見

〇学校運営協議会は、学校の
方向性をじかに聞く貴重な機
会である。
〇核家族が多くなっている。
核家族は、大人も子供もさま
ざまな世代と関わる機会が少
ない。学校を拠点とした地域
交流が『世代交流』につながっ
ていくことに期待したい。

〇「コミセン行事の相乗り」な
ど、地区をこえた交流が大切
である。

〇行事や活動の周知の仕方を
工夫したい。　　など

　意見交換では、特に「地域と学校との
協働した活動」について、建設的な意見
や提案が出されました。

　学校運営方針の承認ののち、学校運営協議会の年間計画や地域の方
に学校を開放する機会についての説明があり、「開かれた学校づくり」を
前提に協議していくことを確認しました。

第1回学校運営協議会

電子黒板での説明

星の杜小学校
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今年度、「魚津市
ならではのキャリア
教育、ふるさと教育
の推進」に向け、地
域の教育資源の積
極的活用を図りな
がら、「西中サポー
ト活動」と「放課後
いきいき活動」に取
り組みます。活動の
具体については担
当チームを編成し、
協議していきます。

　5/15(木)に西部中学校の第１回学校運営
協議会が開催されました。会長として、６年
度に引き続き、福留委員(市社会福祉協議
会　会長)、副会長として今年度新たに伊東
委員(西部中ＰＴＡ会長)が選出されました。

　校長の鍋島委員からは、学校教育目標の達成に向けて、「安心感・充実
感が得られる学校づくり」をベースに、特に「チーム担任制のアップデー
ト」に取り組みたいと説明がありました。昨年の学校運営協議会での意見
を取り入れ、チーム担任制の特長の周知に努めるとの説明もありました。
チーム担任制の仕組みや成果についての質疑の後、全会一致で学校運営
方針が承認されました。

西部中学校

　第1回学校運営協議会

地域住民による

西中サポート活動

西中生による　

放課後いきいき活動

部活動の地域展開が進む中、生徒の放課後の過ごし方も多様化してき
ました。そこで、平日の放課後に西中生が地域に出向き、ボランティアや
興味ある活動に取り組み、地域に貢献する活動を計画しています。例え
ば、１４歳の挑戦でお世話になった事業所で引き続き活動する、農業の手
伝いをする、児童センターで小学生の世話をするなど、地域貢献・自己実
現につながる活動を少しでも実践できるようにしたいと思います。

生徒の力を地域の「活力」に

地域の力を生徒の「地力」に

左図の説明　抜粋
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5/19(月)に第１回学校運営協議会が開催されました。会長に野村委員
(経田地区振興協議会　会長)、副会長に越後委員(経田小学校育成会副
会長)が選出されました。

　協議の中で、ふるさとキャリア教育
の取組みとして、「地域探検ウォーク
ラリー」について意見交換しました。
これは、経田小学校で長年続いてい
た「縦割り班」によるふるさと学習の
取組みで、１年から６年まで異学年の
班ごとにコースを決め、ポイントで地
域のクイズ等を行うものです。意見
交換では、地域の方への周知の仕方
と支援の在り方が話題の中心でした。
「回覧板がよいのでは」「子供の姿を
見かける機会が少ないので、地域の
方も喜ぶのでは」「安全なルートは」
など、協働の在り方について具体的
な協議がされていました。

　校長の金谷委員から、グランドデザインとイメージマップを基に、学校教
育目標達成に向けて、育てたい児童像や重点目標、コミュニティ・スクール
の位置付け等の説明がありました。イメージマップは、４者(児童、保護者、
地域、教職員)の取組みを整理して、学校教育目標との関連を示したもの
です。特に、今年度大切にしたい事柄の一つ「学びの場の保障」について
いくつかの質問・意見がありました。協議会後には、学びの場の一つであ
る「校内すまいる」の施設見学と利用状況の説明がありました。

経田小学校

校内すまいるの施設見学

学校運営方針

グランドデザイン　と　イメージマップ 地域探検ウォークラリー
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5/20(火)に第１回学校運営協議会が
開催されました。令和６年度に引き続
き、会長に亀澤委員(村木地域振興会　
会長)、副会長に大野委員(大町コミュ
ニティセンター長)が選出されました。

　学校運営のベースが「学
校・家庭・地域がつながる
温かいコミュニティ・スクー
ル」であるとし、森田委員
は、地域・家庭・学校で育て
たい子供像について意見
を求めました。挨拶につい
て全員が賛同の立場で、
「それぞれの立場で取り組
んでいくことが大切」「年々
挨拶の輪が広がっている。
なかなか挨拶ができない
子のためにも地域の大人
が行動を見せることが大
切」など、学校・家庭・地域
の共通の目標とすることを
確認しました。

　また、コミュニティ・スクー
ルの魅力を「子供」「教職
員」「保護者」「地域の人々」
それぞれの立場で整理し、
地域住民のネットワークを
生かした「温かいコミュニ
ティ・スクール」づくりに向
けて、改めて理解と協力を
依頼しました。

　校長の森田委員から、グランドデザインを基に学校運営方針の説明があ
りました。亀澤会長から「昨年度末の学校運営協議会の意見が反映された
運営方針となっている」との評価がありました。一例として、昨年度末の
「縦割り活動を積極的に取り入れてほしい」という意見を取り入れ、今年
新たに「異学年交流の場の設定」を重点に位置付けました。すでに、異学
年交流活動を実施したとの報告がありました。

よつば小学校

第1回学校運営協議会
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5/23(金)に第１回学校運営協議会が開催されました。６年度に引き続き、
会長に本元委員(道下地区振興協議会　会長)、副会長に住田委員(道下地
区民生児童委員協議会　会長)が選出されました。

　校長の長崎委員から、学校要覧や学校だよりを基に、学校運営方針の説
明がありました。その中で、「ふるさとから学ぶ教育」を重点の一つに掲げ、
具体的には道下コミュニティセンターとの連携した取組みを大切にしたい
との話がありました。他の委員からは、「コミュニティセンターのサークル
活動が充実しており、親としていろんなことを体験させたい、ぜひ継続し
てほしい」「これだけ豊富な種類の活動は珍しい」との意見がありました。

　学校だよりにも「地域とともにある学校　～地域で支えられて育つ子供
たち～」と題して、コミュニティ・スクールの意義や地域と学校との協働活
動への協力・支援について記載されていました。

道下小学校

学校運営方針　グランドデザイン

学校だより　第１号

　縦割り遠足や１４歳の挑戦等でお
世話されている委員から、「地域の
大人が積極的に子供に声をかける
ことが大切」との意見がありました。
意見交換の中で「子供の安全」につ
いて話題となりました。

　子供の安全について、「一人で子供が歩く姿は少なくなった」「地域の活
動の行きかえりについて、どこまで段取りすればよいか迷うことがある」
「道下地区のまちづくり委員の中に安全を担当する部会がある。ぜひ、夏
の通学路点検の際に委員に声がけしてほしい。連携して取り組みたい」な
ど、具体的な意見、提案が出されました。
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5/29(木)に第１回学校運営協議会が開催されました。7年度は新たに会
長に谷口委員(西布施地域振興会　会長)、副会長に野村委員(経田地区振
興協議会　会長)が選出されました。

〇１４歳の挑戦に向けて

　１年生を対象としたワーク
ショップ

(地域の方に講師を依頼)

〇家庭科での実習支援

裁縫実習(手縫い　ミシン)

調理実習(支援内容未定)　

など

　校長の寺崎委員から、イラスト入りの資料を基に、学校運営方針や取組
みの重点について説明がありました。学校教育目標の具現化に向けて、目
指す学校像として「一人一人が輝く笑顔あふれる学校」を掲げ、生徒だけ
でなく、「教師が働く喜びを感じる学校」にしたい、また、コミュニティ・ス
クールの仕組みを活用して「地域・保護者から信頼される学校」づくりに努
めたいと説明があり、他の委員から賛同の意見がありました。

東部中学校

　２学期の「３学年　総合的
な学習発表会」に協議会の
委員に参加してほしいと依
頼がありました。９年間のふ
るさと魚津の学習のまとめ
として、３年生が考えた「明
日の魚津」についての発表
に助言、評価をいただきた
いとのことでした。未定です
が、発表会の後に学校運営
協議会を開催したいと提案
がありました。

①地域の教育資源を活用した厚みの
ある教育活動の充実

②地域の人とのふれ合い活動
③子供たちの地域貢献活動

学校運営方針　資料より
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６/5(木)に第１回学校運営協議会が開催されました。会長に伊田委員(天
神地域振興会　会長)、副会長に谷口委員(西布施地域振興会　会長)が選
出されました。

　校長の弥生委員から、まず、学校
の教育目標について説明がありま
した。児童、学校の実態に基づき、
大切にしたいキーワードを「あた
たかく」に設定し、目指す子供の姿
や取組みの重点もアップデートし
たと具体を交えて説明がありまし
た。委員からは不登校や清流すま
いるの状況についての質問があり、
学校の課題や取組みについて共有
しました。意見交換の後、学校運営
方針は承認されました。

清流小学校

ハッピー・ウェンズデー

学校運営方針

「ハッピー・ウェンズデー」を学校運
営の大切な要素と位置付け、ねら
いや内容を構造化して、目指す姿
を明確に説明しました。

「家庭・地域との連携・協働」を学校
運営のベースに位置付け、地域の
人・もの・ことから学ぶ体験活動に
ついて、具体的な提案がありました。

また、体験活動のアウトプットとし
て、お世話になった地域の方を招
き、自分たちの学習のまとめを発
表したり、交流したりする場を計画
しているとの話もありました。質
疑・意見交換の後、コミュニティ・ス
クールに係る活動についても委員
から賛同を得ました。

３年生　りんご園での体験
４年生　西布施地区のさつまいも栽培　蝶六指導
５年生　田植え体験　ミシン学習支援

６年生　地域の企業見学　　　　　　　　　等

次回の学校運営協議会は、２学期、学習発表会のリハーサルを参観した後
に実施される予定です。
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　令和６年度のコミュニティ・スクール導入を契機に、魚津市・黒部市合同
で管理職を対象とした「学校マネジメント研修会」を開催しており、今回が
２回目となります。前CSマイスター　大山賢一先生の指導助言のもと、コ
ミュニティ・スクールに係る研修会を通して知見を広げ、学校運営の改善
に資することとしています。

　〇参  加  者　  魚津市・黒部市の小中学校　校長及び教頭　３６名

　〇期日・場所　　８月２７日(水)  　  ありそドーム　研修室

　コミュニティ・スクールの導
入から２年目を迎え、各自の
実践に基づく意見交換、課題
共有ができたものと思いま
す。表情豊かに、中には身振
り手振りを交えながら、熱心
に協議されていた姿が印象
的でした。今後の「特色ある
学校づくり」へのヒントが得
られたのではないでしょうか。

講師　大山 賢一　先生　　　　　　　　　　　　　　

上越市在住。元上越市立小学校長。上越市教育委員会勤務時に、地域学校協働本部とコミュニティ・
スクールを上越市全校に導入。平成25年から11年間、文部科学省のCSマイスターを務め、全国各地
で教育委員会や学校への指導助言、講演を行う。

前半の班別研修では、「地域とともにある学校づく
り」をテーマにプレゼン・協議し、学校運営の現状や課
題について共有しました。

【主な取組みや課題(キーワード)】

〇学校運営協議会での前年度の意見を踏まえた学校
運営方針

〇学校運営ビジョンの具現化に向けた学校の役割の
明確化

〇～地域の力を生徒の「地力」に　生徒の力を地域の
「活力」に～　

〇学校教育目標の見直しに係る地域、保護者との話
合い　　「こんな子供を育てたい」「誰が」「どうする」

〇コミュニティ・スクールとしての年間行事カレン
ダーの作成

〇地域の人材や団体等の紹介、調整を担うコーディ
ネーター的存在の確立　　　　　　　　　　　　など　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

黒部市と合同で学校マネジメント研修会を実施しました

後半は、「コミュニティ・スクールと地域学校協働本部
の一体的な取組」と題して大山先生より講義を賜りま
した。先生からは、「よりよい学校・よりよい地域を創る
ために目標や課題にせまる活動の評価の在り方を工
夫し、改善へつなげてほしい」「具体的で実現可能な学
校経営方針を立て、職員、保護者、地域住民が納得で
きる説明が大切」「信念、ビジョン、愛情、信頼関係を大
切にして、『攻めの教育』で常に前向きに挑戦し続けて
ほしい」などの貴重なメッセージをいただきました。
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生徒会では、地域学校協働活動を活性
化させ、身近で分かりやすく、親しみやす
くしたいとの思いから、地域と学校をつな
ぐ合言葉を作ることになりました。選考委
員を中心に全校生徒で話し合い、キャッチ
フレーズを作成しました。

　西部中学校では、コミュニティ・スクールの仕組みを活用して、 「魚津市
ならではのキャリア教育、ふるさと教育の推進」に向け、地域の教育資源
の積極的活用を図りながら、地域学校協働活動の充実に取り組んでいま
す。

　西部中学校「地域学校協働活動」キャッチフレーズ

　

CSPA(コスパ) ～地域とともに　西中健児～

西中生による　

放課後いきいき活動

CSPA(コスパ)とは

C … Community（コミュニティ） 地域

S … School、Seibu（西部中）　　学校 

P … Partnership（ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ） 協働 

Ａ … Action、Active（行動）　　　 活動

せいちゅうけんじ

活動の一例

【ポスター】

全校集会　　全校投票　　で決定

学童保育ボランティア

放課後、西部中学校区にある学童保育施設での
ボランティア活動

～小学生の遊び相手(ドッジボールの審判、
　 話相手)、施設の環境整備(草むしりなど)～

１１月から　　西中生6名が活動

地区の活動
に参加する

しくみを全校
体制で



R7 魚津市のコミュニティ・スクール⑩

「魚津の子に魚をさばく体験をさせたい」とい
うPTA会長の発案で、魚のさばき方・調理の仕
方の実習を行いました。この実習には市内にあ
るハリタ冷蔵さんに、魚の提供から技術指導まで
を協力いただき、一人１匹のサバを三枚におろし
て味噌煮にするまでを教えていただきました。ま
た、地域ボランティアの方も支援に加わってくだ
さったり、参観していた保護者も生徒と一緒に
体験したりしました。魚に触るのは初めてという
生徒もおり、学校だけではなかなか体験できな
い「厚みのある」貴重な体験となりました。生徒
の生き生きとした様子から、委員の皆さんも「地
域学校協働活動」のよさを実感したものと思い
ます。

　東部中学校では、学校運営の重点として「地域・保護者から信頼される
学校」を掲げ、地域の教育資源(人・もの・こと)を活用した厚みのある教
育活動の充実を目指しています。そこで、そのよさを共有していただくた
めに、学校運営協議会の委員の皆さまにも、地域人材を活用した授業を
参観する機会を設定しました。1つは、２年生の技術・家庭科、もう１つは、
３年生の総合的な学習の時間です。

中学２年生　家庭科の調理実習

中学３年生　総合的な学習の時間　「明日の魚津を考える」発表

９年間の「キャリア教育」の学びの集大成とし
て、中学３年では「明日の魚津を考える」という
テーマで、自分の考えをパワーポイントにまとめ
て発表する活動を行っています。この日は、各
クラスの代表４名の生徒による発表がありまし
た。魚津のよさと課題を自分事としてとらえ、
根拠となる資料を交えながらユニークな視点で
の提言となりました。

　参観後に実施された「第２回学校運営協議会」では、校長先生からの中
間報告に対して、具体的に意見交換がされ、今後の地域学校協働活動へ
の期待について共有しました。

アドバイザーとして、学校運営協議会の委員の皆さんからも、発表に対
する評価・助言をいただき、生徒は励みになったものと思います。



R7 魚津市のコミュニティ・スクール⑪

【背景】

○経田地区振興協議会では、地区
の将来を考える「夜なべ談義」事
業を見直し、町内会２２地区で実
施しています。

○コミュニティ・スクールが導入さ
れたことを契機に、将来を生きる
子どもたちが地域のことを考える
きっかけとしてほしいとの願いか
ら、「２３番目の町内会」として、小
学６年生を対象とした「昼なべ談
義」が提案・実施されました。今年
で2年目です。

子どもたちからは

「もっと遊ぶ場所がほしい」「みんなが来たくなる場所にしたい」
「『経田といえば○○』をつくる」などの願いをもとに、経田の魅力
を探して「CMやポスターをつくる」「地区の人に企画を提供する」
「ベンチを置く」などの意見が出されました。また、自分たちができ
ることとして、「きれいな海岸にするため、潮風ボランティアを充実
する」「経田七夕まつりをにぎやかにするため、出店のボランティ
アをする」など、前向きな意見も多数あり、有意義な時間となりま
した。子どもたちの意見は、地区振興協議会に紹介されます。

　今年度も経田地区振興協議会の高瀨企画・総務部長から
提案があり、12/16(火)に「昼なべ談義」が実施されました。

　１　「昼なべ談義」の趣旨、テーマの説明 
　　　　　テーマ「未来の経田地区について考えよう」 
　２　個人思考　→　グループ内での意見交換　 
　　①    今の経田地区に足りないものは?    
　　②    自分たちにできることは?　　　　　　 
　　③    将来の経田地区はどうなってほしい? 
　３　発表に向けた話合い　　　　
　４　各グループ発表 
　５　感想　評価　まとめ 

趣旨の説明

グループ協議

グループ発表


